
明日から使える！初めての通所リハ実践研修会

開催日 ：令和5年5月14日（日）
会 場 ：オンライン開催
参加者数：36名

研修認定委員会より

本研修会は、通所リハ事業所での経験が
浅い方々を対象としており、通所リハにつ
いて理解を深めて頂けるよう企画しており
ます。
研修内容は、講義にて通所リハに求めら
れる機能・役割について理解を深めて頂き、
各種加算の概要について、協会会員施設の
取り組みを交えご紹介致しました。
また、グループワークを通して、自事業
所や個人の課題について整理し、明日から
の活動に活かせるようディスカッションが
行われました。

⼀般社団法⼈ 全国デイ・ケア協会



 医師・看護職・介護職・リハビリテーション専門職等の多職種協働によるチームアプローチ

 医師の指示による医療対応や生活機能低下へのリハビリテーション専門職の対応、居宅訪問など多機能

 上記専門的機能に加え、社会活動の維持・向上や介護者等の家族支援も併せて提供

 多様なニーズに合わせて、短時間型から長時間型まで幅広い受け入れ体制で対応

地域包括ケアシステムにおいて、訪問リハ機能を含めた地域や在宅生活を支えるリハ
ビリテーション拠点としての役割を担うもの。

通所リハビリテーションの機能と提供内容

リハビリテーション機能を充実させていること

 リハビリテーションマネジメントを推進していること

現行の各加算につながる対応をしていること

社会参加を見据えて対応していること

科学的介護を推進していること

質の高いサービス提供を心掛けていること

地域から期待されるデイケア像

グループワークの説明

グループワークの内容
●グループ内で本日の講義を振り返りつつ

① ｢自事業所の課題｣や｢個人の課題｣について考えグループ
で共有する。
※課題は地域の特性や個人の経験差もあります。
さまざまな意⾒の共有が目的です。

② 課題に対し、明日からできる取り組みについて考える。
※①で挙がった

｢共通の課題｣や｢個別の課題｣
について具体的な取り組みにつながるよう考えましょう。


